
(別紙様式３）

・授業改善では、タブレット端末の効果的な活用が一層進み、「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した取り組みが日常的に行われた。次年度は、中高連携をさらに深め、生徒の主体性を育成するための取り組みを研究する必要がある。

・教科外の活動においては、多くの生徒が安心して学校生活が送れており、不安や悩みを抱える生徒に対して寄り添う指導を丁寧に行えた。次年度も生徒が主体的に活動する生徒会を中心にして、人間関係作りやリーダーシップがとれる人材育成を行う。

・働き方改革については、外部人材活用により業務の精選が進み、在校等時間の意識も高まったが、休暇取得日数は目標に届かなかった。次年度は、今年度の取組の継続して行事・業務の精選を進め、休暇取得のしやすい職場体制づくりを推進する。

学校名 大分県立大分豊府中学校

令和５年度学校評価（　年間評価　　）

ＰＬ：管理職
ＳＬ：衛生管理者

ＰＬ：管理職
ＳＬ：主幹教諭

重点目標 達成(成果)指標 重点的取組 取組指標

前年度評価結果の概要

創造的な知性と豊かな人間
性，逞しさを備え，高い志を
持って国際社会でリーダー
として活躍できる人材の育
成

１　中高一貫教育の特色を活かし、中学・高校の全教職員が協働して，６年間・３年間で生徒を育成する教育を推進する １ 授業改善、ICT機器の活用による主体的・探究的な学習姿
勢の育成　（１）生涯に渡り学び続ける学習意欲の醸成に基づく学力を育成する指導の推進（中高一貫した教科指導，思考力・判断力・表現力を育成する授業実践，生徒が自主的に学ぶシステム構築）

　（２）コミュニケーション力の育成を基盤とした人間力を育成する指導の推進（生徒の自己・他者理解を深め，広い視野を有し何事にも誠実に取り組む実践力を育成する特別活動や人権教育等）
２　教科外の活動領域におけるシチズンシップの育成

　（３）生きる力を育む進路指導システムの体系化を進めるとともに，進学力を向上させる組織的対応システムの推進（中高一貫した進路指導体制，系・コース選択指導の充実）

　（４）安心して学べる環境づくり，信頼される学校づくりの推進 ３　ワークライフバランスの推進による業務の精選、効率
化・平準化

３　ワークライフバランスの
推進による業務の精選、効
率化・平準化

（８）
行事の精選による業務遂行体
制の向上

（７）
職場環境の改善と業務体制の
改善

⑭定時退勤日の設定を、月２回以上
⑮欠席等の連絡内容のデジタル活用（39メー
ルの利用）

（９）
適切な外部人材を活用した行
事・授業の実施

ＰＬ：管理職
ＳＬ：主幹教諭

ＰＬ
ＳＬ

１ 授業改善、ICT機器の活
用による主体的・探究的な
学習姿勢の育成

ＰＬ：教務主任
ＳＬ：デジタル推進

ＰＬ：授業改善主任
ＳＬ：総合的な学習
の時間

ＰＬ：進路指導主任
ＳＬ：総合的な学習
の時間

J　職員アンケートにおける回答率
　・「外部人材の活用で業務の効率化に
つながった」
肯定的回答７０％以上

I　職員アンケートにおける回答率
　・「行事・業務の精選が進んでいる」肯
定的回答７０％以上

　⑶「授業で学力や実技の力がついている」と回答した生徒　９６．６％ 　⑶「友達の意見を尊重し，活動をすることができた」と回答した生徒　９５．６％ 　⑶「定時退勤日」の設定が年間３２日

　⑷「中高連携した学習指導が図られている」と回答した教員　５５．６％ 　⑷「学校行事を通して生徒の主体性を育むことができた」と回答した教員　９０．０％ 　⑷「中高連携して行事・業務の精選が進んだ」と回答した教員　９０．０％

次年度の改善策 学校関係者評価
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③週１回の中高合同教科会議の実施
④各教科ごとの年２回の授業研究会の実施
（中１本、高１本）
⑤各教員が、それぞれの授業において改善
すべき部分や継続して取り組む部分等を整
理し、実践

⑥中高連携した行事（自分のキャリアを考え
ることにつながるもの）を，学期に１回以上実
施
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1  授業改善、ICT機器の活用による主体的・探究的な学習姿勢の育成 ２　教科外の活動領域におけるシチズンシップの育成 ３　ワークライフバランスの推進による業務の精選、効率化・平準化

　⑴「授業の内容が理解できる」と回答した生徒　９０．７％ 　⑴「安心して学校生活が送れている」と回答した生徒　９６．０％ 　⑴夏季休暇の取得日数５日の教員　９６．２％

　⑵「授業で思考が深まり，学ぶことが楽しい」と回答した生徒　９０．５％ 　⑵「学校行事に積極的に参加することができた」と回答した生徒　９３．２％ 　⑵年休取得日数１０日以上の教員　７０．４％

自己評価結果

①②教科の特性を考慮しながら効果的にデジタル教
科書やメタモジを使用し、重点的取組の体制を確立
○生徒アンケートにおいて、達成指標の両項目とも
90％超

③④各教科において、中高合同教科会議と授業研究
会を実施し、中高6年間を見通した指導について協議
⑤アンケートにおいて「授業において、１つ以上の見
直しを図り実践した」教員は92%
○「授業や考査の振り返りが行われている」生徒91%

⑥中高連携した行事を１学期１回，２学期２回，３学期
２回実施(2回目は実施予定)
○行事後のアンケート　「意欲につながった」生徒
94％　　「行事に満足している」生徒99％
○活動に制限がなくなったため、積極的に高校生と
交流することができ、高い満足度が得られた。

○達成指標をクリアしていないが、努力の跡がうかが
える。業務負担超過は現場の努力では解消困難な事
項を含んでいると思われる。
○先生方が心身ともに健康でいてくれてこそ子供たち
が安心安全な学校生活が送れると思う。

学校教育目標 中期目標 重点目標

２　中高一貫教育の特色を活かして中学校・高校の全教職員が協働して，正確，迅速，効率的に業務を遂行できる学校経営体制を確立する（中高協働した業務システム構築，統合ＦＳ・ＯＥＮシステムの活用）

A　授業アンケートにおける回答率
　・生徒：「授業の内容が理解できる」　９
０％以上
　・生徒：「授業で思考が深まり、学ぶこ
とが楽しい」　９０％以上

B　授業アンケートにおける回答率
　・職員：「授業において、１つ以上の見
直しを図り実践した」８０％以上
　・生徒：「授業や考査の振り返りが行わ
れている」８０％以上

C　行事後アンケートにおける回答率
・生徒：「高校進学に向けて，意欲につな
がった」９０％以上
・生徒：「中高連携した行事に満足してい
る」９０％以上

D　学校アンケートにおける回答率
　・生徒：「安心して学校生活が送れてい
る」９０％以上

E　Hyper-QU検査　学級満足群の生徒５
０％以上
F　アンケートにおける回答率
・生徒：｢仲間づくり活動によって、他の
生徒と積極的に関わることができた｣８
０％以上
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（２）
生徒の「主体的・対話的で深い
学び」を実現する授業改善の推
進

（３）
豊府高校生をロールモデルとし
たキャリア教育の実施

（１）
生徒の「主体的に学びに向かう
姿勢」を育むための体制づくり

①5教科については、全単元デジタル教科書
の使用
➁全教科においてメタモジを利用した教材の
作成

評価 分析・考察

（４）
・いじめ・不登校等の早期発見，
未然防止における組織的対応
の確立
・いじめに関する職員研修の実
施
・防災教育に対する取り組み

⑦学校アンケート等による生徒の人間関係
の把握　学期に１回以上
⑧防災教育に関する授業・講演・訓練を組織
的に行う  年間計３回

２　教科外の活動領域にお
けるシチズンシップの育成

○タブレットを使うことが日常化されていて、非常に頼
もしく思う。

ＰＬ：人権・教育健
康相談主任
ＳＬ：養護教諭

（６）
学校生活を通しての、リーダー
シップがとれる人材育成と他者
と協働する姿勢の育成

⑫生徒会執行部，専門委員会，学年生徒会
の企画活動を月１回以上実施
⑬中高生徒会執行部の企画活動を月1回実
施

ＰＬ：特別活動主任
ＳＬ：生徒会、各学
年主

○いつも子供たちの安心安全な学校生活のためにご
尽力いただいている。
○様々な取組を行っており、すばらしい。今年度は、
重大事故もなくてよかった。

○生徒にとって、先生との面談の機会を多く持てるこ
とは非常にありがたい。

○生徒会活動は生徒会役員だけが閉鎖的になりが
ちなので、垣根を越えて生徒を巻き込む形で活動が
できないか模索してはどうか。

○デジタル教科書やメタモジの効果的な活用の更な
る推進
○ICTの活用及び授業の場に限定しない「主体的に
学びに向かう姿勢」の体制づくり

○授業改善の継続に向けて、教科会議で中高相互
の情報交換を継続実施
○授業研究会については、教科横断的に多くの教職
員が参加できるよう、グループ編成の形で実施する
方法も検討

○併設型中高一貫校の利点を活かし、中高連携行事
がより戦略的で充実したものとなるよう検討
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⑨仲間づくり活動の効果的な実施　週１回
（各学年）
⑩スクールカウンセラー・ソーシャルワーカー
との情報共有の実施
⑪生徒の情報共有を目的とした教育相談会
議を、週１回実施

○今後も中高一貫校としての6年を見通した取り組み
に期待している。
○進学の面において、海外留学を提供するような学
校であってもよいのではないか。

○中高一貫になって１７年経つが、今後も、十分連携
しながら特色を見つけていってほしい。

3

4

ＰＬ：生徒指導主任
ＳＬ：人権、教育健
康相談主任

（５）
不登校等の早期発見，未然防
止における組織的対応の確立

総合評価
次年度への展望等

○子供たちに影響のない業務改善であれば、積極的
におこなっていただきたい。

○外部人材の招聘は教育活動の目的達成にも効果
的である。
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⑦計画通り学校アンケートを実施し、きめ細かく対応
⑧防災避難訓練実施（５月・１2月）
外部講師を招聘した防災教育講座の実施（12月）
○「安心して学校生活が送れている」生徒93％
○スクールロイヤーによるいじめ防止教室実施（6月）
○いじめに関する職員研修実施（8月）

⑨友愛タイム（仲間づくり活動）は予定通りに実施
⑩⑪スクールカウンセラー、ソーシャルワーカーとの
情報共有を密に実施し、教育健康相談会議での連絡
調整に繋げ、組織的に素早く対応
○Hyper-QU検査「学級満足群」１年59％、２年56％、
３年69％で全学年全国平均以上
○｢仲間づくり活動によって、他の生徒と積極的に関
わることができた｣生徒98%

⑫生徒会執行部、専門委員会、学年生徒会を月に複
数回実施。
⑬中高生徒会執行部の企画活動は未実施
○「学校行事に積極的に参加することができた」生徒
98％　「学校行事を通して生徒の主体性を育むことが
できた」教員92％

⑭長期休業中は毎日定時退勤。加えて、長期休業の
ない月は各月2日以上の定時退勤日を設定。
⑮欠席連絡はほぼ全てが39メール利用
○4～1月の年休取得日数　10日以上13人(46％)、5
日以上10日未満11人（39％）、5日未満4人（14％）
○4～1月の定時退勤30日以上17人（61％）

⑯⑰月に複数回の運営委員会・企画会議を実施し、
行事の持ち方や伝達方法、及び行事の精選について
協議
○「行事・業務の精選が進んでいる」肯定的回答75％
（←第1回65％）
⑱外部講師によるスケアード・ストレイト、情報モラル
講演会、いじめ防止教室、市役所職員・市議会議員
による町づくりの講演、マナー講座、福祉体験講座、
休日特別講座（大分花園中学校）を実施
○「外部人材の活用で業務の効率化につながった」
肯定的回答79％（←第1回69％）

○生徒会活動を通して学校生活において生徒の主体
性を活かす取り組みを実施
○中高合同生徒会執行部を中心とした企画会議の
実施
○学校行事の見直しを進めるため、中高合同特別活
動会議を実施

○長期休業中の毎日定時退勤と各月2日以上の定時
退勤日を継続
○各学期１日以上の計画年休取得の奨励
○電話受付時間の周知

○必要に応じて、運営委員会・分掌会議を中高合同
で実施
○既存の行事・取組の実施方法を見直すことによる
業務の精選

○外部人材招聘の際のノウハウの共有による業務負
担の軽減

○いじめ事案に組織的に対応するための共通認識
の更なる徹底と、安心して学校生活を送れていない
生徒へのきめ細かな対応
○防災に関する職員研修など防災教育に対する更な
る取り組みの実施
○いじめ防止に生徒が主体的に関わる取組を検討

○友愛タイムについては、ICT活用も視野に入れてが
できる部分は工夫して実施
○スクールカウンセラーやソーシャルワーカー、外部
機関の積極的活用の継続
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⑱全校・学年単位での外部人材の招聘を学
期に複数回設定

3

G　学校アンケートにおける回答率
・生徒：「学校行事に積極的に参加する
ことができた」８０％以上
・職員：「学校行事を通して生徒の主体
性を育むことができた」７０％以上

H　休暇取得の推進
　・年休取得日数１０日以上の達成割合
が６５％以上
　・「定時退勤」が年間３０日以上の達成
割合が８０％以上

⑯分掌主任・学年主任会議を月１回以上実
施
⑰ＯＥＮドライブや庁内連絡の活用方法・行
事の持ち方について各学期に1回検証


